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	（別紙）
	（１）製造設備及び施設の状況を示す図面
	平成□年□月□日付　厚生労働省発薬生〇第〇号、△△製第△号、環保企発第◇◇号にて確認を受けた内容に同じ
	①　反応式
	②　プロセスフロー
	当該申出新規化学物質
	（当該申出新規化学物質の環境への予測放出量の算出根拠は（３）②～⑦に記載）
	③　取扱方法
	１）製造工程
	平成□年□月□日付　厚生労働省発薬生〇第〇号、△△製第△号、環保企発第◇◇号にて確認を受けた内容に同じ
	④　予測される環境への放出量
	年間の製造予定数量40,000kgにおける当該申出新規化学物質の製造時の環境への放出量は24.82kg以下と予測する。
	（0.6205kg以下／新規化学物質１t）×（40t／年）＝24.82kg以下／年
	（３）製造に係る新規化学物質による環境の汚染を防止するための措置を説明した書面
	①　製造工程
	当該申出新規化学物質に関係する設備は当該申出新規化学物質のろ過機からの取出し、乾燥機への投入及び充填時を除き、すべて密閉状態となっている。
	②　ガス吸収塔からの排ガス（〈a〉、〈b〉、〈m〉、〈n〉、〈o〉：Ａ）
	反応時の排ガス及び各タンクからの排ガスは、事業所内のガス吸収塔で処理した後、大気に放出する。廃活性炭は、産業廃棄物処理業者に焼却処理を委託する。焼却残渣は、埋立処理される。また、スクラバー排水は、事業所内の排水処理設備で処理した後、処理水を＊＊川に放出する。排水処理で生じた廃スラッジは、事業所内の焼却処理設備で焼却後、焼却残渣は、産業廃棄物処理業者に埋立処理を委託する。
	・排ガスのガス吸収塔経由での当該申出新規化学物質の環境への予測放出量は以下のとおり算出した。
	反応時の排ガス〈a〉中の当該申出新規化学物質量
	反応時の排ガス〈a〉発生量：2m3／新規化学物質1t
	（製造時の実測値）、
	排ガス〈a〉中の当該申出新規化学物質：0.15mg／NL以下（製造時の実測値）、
	当該申出新規化学物質の分子量：152.15、
	排ガス〈a〉の温度：50℃（反応温度）
	排ガス〈a〉中の当該申出新規化学物質：
	0.15mg／NL×2m3×273／（50＋273）＝0.254g以下／新規化学物質1t
	（注）例示では、mg／NL（ノルマルリッター：0℃、1気圧における気体1L中の物質量（mg））での分析値を基に計算を組み立てています。実際に使用する分析値などに応じて合理的に計算してください。
	廃水タンク排ガス〈b〉中の当該申出新規化学物質量
	廃水タンクからは、抽出水相の体積分の排ガス〈b〉が発生する。
	抽出水相の発生量：20m3（投入水量及び反応副生成量から推測）、
	排ガス〈b〉中の当該申出新規化学物質：0.15mg／NL以下
	（蒸気圧及び反応時排ガスについての製造時の実測値）、
	排ガス〈b〉の温度：15℃
	（当該申出新規化学物質の蒸気圧は、夏場のタンク排ガス温度でも0.15mg／NL以上になることがないと考えられることから、計算値が大きくなる冬場の平均的な排ガス温度を設定）
	排ガス〈b〉中の当該申出新規化学物質：
	0.15mg／NL×20m3×273／（15＋273）＝2.844g以下／新規化学物質1t
	回収溶媒タンク、再生溶媒タンク及び廃溶媒タンク排ガス〈m〉中の当該申出新規化学物質量
	回収溶媒タンクからは、熱交換器で回収される溶媒量、再生溶媒タンクからは、蒸留塔で再生される溶媒量に相当する体積分の排ガス〈m〉が発生する。正確には、それぞれ投入する溶媒量より少ない量となるが、投入溶媒量分のガスが発生するものとする。
	回収溶媒タンク及び再生溶媒タンクからの排ガス〈m〉発生量は、それぞれ40m3（THF投入量）
	排ガス〈m〉の温度：15℃
	（当該申出新規化学物質の蒸気圧は、夏場のタンク排ガス温度でも0.15mg／NL以上になることがないと考えられることから、計算値が大きくなる冬場の平均的な排ガス温度を設定）
	廃溶媒タンクからは、初留、残渣及びろ液量に相当する体積分の排ガス〈m〉が発生する。
	初留量：100L（製造時の実測値）、
	残渣量：100L（製造時の実測値）、
	ろ液量：1000L（製造時の実測値）
	回収溶媒タンク及び再生溶媒タンク：
	0.15mg／NL×40m3×2×273／（15＋273）＝11.375g以下／新規化学物質1t
	廃溶媒タンク：
	0.15mg／NL×（100＋100＋1000）L×273／（15＋273）＝0.171g以下／新規化学物質1t
	排ガス〈m〉中の当該申出新規化学物質：
	11.375g＋0.171g＝11.546g以下／新規化学物質1t
	濃縮・晶析工程からの排ガス〈n〉中の当該申出新規化学物質量
	濃縮・晶析工程から排出される気体は、熱交換器でトラップされ、ガス吸収塔に導かれる。ガス吸収塔に導かれる気体は、濃縮・晶析資材投入後の釜内に残存している空気であり、いずれ濃縮・晶析過程においてその全量が溶媒蒸気とともに熱交換器に導かれる。溶媒等は確実にトラップされることから、釜内の空間容積分の排ガスが発生することが経験的に分かっている。また、資材投入に際して投入資材の容積に相当する空気が追い出されていることから、合計すると、釜容積分の排ガスが発生すると考えられる。この過程で排出されるガスの量は、資材...
	4000L×273／（273＋30）＝3604NL／バッチ
	8バッチ／新規化学物質1tであることから、
	3604NL×8＝28832NL／新規化学物質1t
	排ガス〈n〉中の当該申出新規化学物質：0.15mg／NL以下（製造時の実測値）
	排ガス〈n〉中の当該申出新規化学物質：
	0.15mg／NL×28832NL＝4.325g以下／新規化学物質1t
	ろ過機からの排ガス〈q〉中の当該申出新規化学物質量
	ろ過機からの排ガス発生量：1000L／新規化学物質1t
	（ろ過するスラリー量に相当：製造時の実測値）、
	排ガス〈q〉 中の当該申出新規化学物質：0.15mg／NL以下（製造時の実測値）
	排ガス〈q〉 中の当該申出新規化学物質：
	0.15mg／NL×1000L＝0.15g以下／新規化学物質1t
	乾燥機からの排ガス〈o〉中の当該申出新規化学物質量
	水封ポンプからの排ガス発生量：
	4m3／新規化学物質1t（製造時の実測値）、
	排ガス〈o〉中の当該申出新規化学物質：0.15mg／NL以下（製造時の実測値）、
	排ガス〈o〉の温度：30℃（水封水温度）
	排ガス〈o〉中の当該申出新規化学物質：
	0.15mg／NL×4m3×273／（30＋273）＝0.541g以下／新規化学物質1t
	排ガス〈a〉、〈b〉、〈m〉、〈n〉、〈q〉及び〈o〉に含まれる当該申出新規化学物質量は、
	0.254g＋2.844g＋11.546g＋4.325g＋0.15g＋0.541g＝19.66g以下／新規化学物質1t
	活性炭吸着塔におけるガス吸収除去率：87.0%
	（PRTR排出量等算出マニュアル：ガス状有機化合物）、
	ガススクラバーにおけるガス吸収除去率：0%
	（PRTR排出量等算出マニュアル：ガス状有機化合物）
	活性炭吸着後の排ガス：
	19.66g×（1－0.87）＝2.556g以下／新規化学物質1t
	予測放出量：
	2.556g×（1－0）＝2.6g以下／新規化学物質1t（排ガス：Ａ）
	廃活性炭経由は③で、排水処理の処理水経由は④で、廃スラッジ経由は⑤で予測。
	③　産業廃棄物（〈c〉、〈d〉：Ｂ、Ｃ）
	ガス吸収塔からの廃活性炭〈c〉は、ドラム缶に充填した状態で、産業廃棄物処理業者に焼却処理を委託する。焼却残渣は埋立処理される。
	抽出水相〈d〉は配管にて廃水タンクに移送し、産業廃棄物処理業者に焼却処理を委託する。焼却残渣は埋立処理される。
	なお、抽出水相はタンクローリーで焼却処理場まで搬出される。
	・ガス吸収塔からの廃活性炭〈c〉の産廃処分での当該申出新規化学物質の環境への予測放出量は以下のとおり算出した。
	②により活性炭吸着塔で処理される当該申出新規化学物質：13.013g以下／新規化学物質1t、
	活性炭吸着塔におけるガス吸収除去率：87.0%
	（PRTR排出量等算出マニュアル：ガス状有機化合物）、
	廃活性炭の焼却処理除去率：99.0%
	（廃棄物処理法第15条の設置許可を受けた施設により焼却）
	予測放出量：　19.66g×0.87×0.01=0.2g以下／新規化学物質1t（廃活性炭経由：Ｂ）
	・抽出水相〈d〉の産廃処理での当該申出新規化学物質の環境への予測放出量は以下のとおり算出した。
	抽出水相〈d〉中の当該申出新規化学物質：0.5％以下（試験研究時の実測値）、
	抽出水相〈d〉発生量：400L／新規化学物質1t
	（投入水量及び反応副生成量から推測）、
	抽出水相〈d〉の密度：1.03kg／L（試験研究時の試験データから類推）、
	焼却処理除去率：99.0%（廃棄物処理法第15条の設置許可を受けた施設により焼却）
	予測放出量：
	400L×1.03kg／L×0.005×0.01=20.6g以下／新規化学物質1t（抽出水相経由：Ｃ）
	④　排水処理設備からの排水（〈e〉、〈f〉、〈g〉、〈h〉：Ｄ、Ｅ、Ｆ）
	ガス吸収塔からのスクラバー排水〈e〉、中和排水〈f〉、洗浄排水〈g〉、及び乾燥時に使用する水封ポンプから発生する水封水〈h〉は、事業所内の排水処理設備に配管で移送し、中和・凝集沈殿・活性汚泥処理を実施する（処理水は＊＊川に放出する）。廃スラッジは、事業所内焼却処理設備に移送し焼却した後、焼却残渣は、産業廃棄物処理業者に委託して埋立処理する。
	・ガス吸収塔からのスクラバー排水〈e〉に係る排水処理設備からの処理水経由での当該申出新規化学物質の環境への予測放出量は以下のとおり算出した。
	②により、活性炭吸着処理後の排ガス：2.6g以下／新規化学物質1t、
	ガススクラバーにおけるガス吸収除去率：0%
	（PRTR排出量等算出マニュアル：ガス状有機化合物）、
	凝集沈殿除去率：0%（PRTR排出量等算出マニュアル：溶解有機化合物）、
	活性汚泥処理による除去率：60.0%
	（PRTR排出量等算出マニュアル：溶解有機化合物）
	予測放出量：
	2.6g×0×（1－0）×（1－0.6）＝0ｇ／新規化学物質1t（スクラバー排水経由：Ｄ）
	・中和排水〈f〉、洗浄排水〈g〉に係る処理水経由での当該申出新規化学物質の環境への予測放出量は以下のとおり算出した。
	中和排水〈f〉、洗浄排水〈g〉の発生量：
	2.5t／新規化学物質1t（製造時の実測値）、
	中和排水〈f〉、洗浄排水〈g〉中の当該申出新規化学物質：0.03%以下（製造時の実測値）、
	凝集沈殿除去率： 0%（PRTR排出量等算出マニュアル：溶解有機化合物）、
	活性汚泥処理による排水処理除去率：60%
	（PRTR排出量等算出マニュアル：溶解有機化合物）
	予測放出量：
	2.5 t×0.0003×(1－0)×(1－0.6)=300g以下／新規化学物質1t（中和排水、洗浄排水経由：Ｅ）
	廃スラッジ経由は⑤で予測。
	・水封水〈h〉に係る処理水経由での当該申出新規化学物質の環境への予測放出量は以下のとおり算出した。
	水封水〈h〉の発生量：5t／新規化学物質1t（製造時の実測）、
	水封水〈h〉中の当該申出新規化学物質：0.01%以下（製造時の実測値）、
	凝集沈殿除去率： 0%（PRTR排出量等算出マニュアル：溶解有機化合物）、
	活性汚泥処理による排水処理除去率：60%
	（PRTR排出量等算出マニュアル：溶解有機化合物）
	予測放出量：
	5 t×0.0001×(1－0)×(1－0.6)=200g以下／新規化学物質1t（水封水経由：Ｆ）
	廃スラッジ経由は⑤で予測。
	⑤　事業所内焼却処理設備からの放出（〈i〉、〈j〉、〈k〉：Ｇ、Ｈ、Ｉ、Ｊ）
	排水処理に伴って発生する廃スラッジ〈i〉は、ドラム缶に入れて事業所内の焼却処理設備に移送し焼却した後、焼却残渣は、産業廃棄物処理業者に委託して埋立処理する。
	溶媒回収に伴って発生する初留、残渣〈j〉及びろ過に伴って発生するろ液及び設備洗浄水（１バッチ終了後毎に反応・抽出釜からろ過機までを洗浄）〈k〉は、配管により廃溶媒タンクに移送し、さらに配管で事業所内の焼却処理設備に移送し焼却した後、焼却残渣は、産業廃棄物処理業者に委託して埋立処理する。
	・廃スラッジ〈i〉の焼却処理設備経由での当該申出新規化学物質の環境への予測放出量は以下のとおり算出した。
	スクラバー排水〈e〉、中和排水〈f〉、洗浄排水〈g〉、水封水〈h〉に含まれる当該申出新規化学物質は、それぞれ
	スクラバー排水〈e〉：
	2.6g×0＝0g（活性炭吸着処理後の排ガス（②）、ガススクラバーにおけるガス吸収除去率：0%（PRTR排出量等算出マニュアル：ガス状有機化合物）より）
	中和排水〈f〉、洗浄排水〈g〉：
	2.5 t×0.0003＝750g（中和排水〈f〉、洗浄排水〈g〉発生量（④）、中和排水〈f〉、洗浄排水〈g〉中の当該申出新規化学物質（④）より）
	水封水〈h〉：
	5 t×0.0001＝500g（水封水〈h〉の発生量（④）、水封水〈h〉中の当該申出新規化学物質（④）より）
	凝集沈殿除去率：0%（PRTR排出量等算出マニュアル：溶解有機化合物）、
	活性汚泥処理による除去率：60.0%
	（PRTR排出量等算出マニュアル：溶解有機化合物）、
	活性汚泥処理による分解率：40.0%
	（PRTR排出量等算出マニュアル：溶解有機化合物）、
	廃スラッジの焼却除去率：99.0%
	（燃焼ガスの燃焼温度900℃、ガス滞留時間2秒以上）
	予測放出量：
	(0g＋750g＋500g)×0×0.01=0g／新規化学物質1t（凝集沈殿スラッジ経由：Ｇ）
	(0g＋750g＋500g)×(1－0)×(0.6－0.4)×0.01＝2.5g以下／新規化学物質1t（活性汚泥スラッジ経由：Ｈ）
	・初留及び残渣〈j〉の焼却処理設備経由での当該申出新規化学物質の環境への予測放出量は以下のとおり算出した。
	初留及び残渣〈j〉中の当該申出新規化学物質：0.01%以下（製造時の実測値）、
	初留及び残渣〈j〉発生量：60L／新規化学物質1t（製造時の実測値）、
	初留及び残渣の密度：0.89kg／L(製造時の実測値)、
	初留及び残渣の焼却除去率：99.0%
	（燃焼ガスの燃焼温度900℃、ガス滞留時間2秒以上）
	予測放出量：
	60L×0.89kg／L×0.0001×0.01=0.1g以下／新規化学物質1t（初留・残渣経由：Ｉ）
	・ろ液及び設備洗浄水〈k〉の焼却処理設備経由での当該申出新規化学物質の環境への予測放出量は以下のとおり算出した。
	ろ液及び設備洗浄水〈k〉中の当該申出新規化学物質：0.5%以下（製造時の実測値）、
	ろ液及び設備洗浄水〈k〉発生量：1000L／新規化学物質1t（製造時の実測値）、
	ろ液及び設備洗浄水密度：0.89kg／L（製造時の実測値）、
	ろ液及び設備洗浄水の焼却除去率：99.0%
	（燃焼ガスの燃焼温度900℃、ガス滞留時間2秒以上）
	予測放出量：
	1000L×0.89kg／L×0.005×0.01=44.5g以下／新規化学物質1t（ろ液・設備洗浄水経由：Ｊ）
	⑥　乾燥機へ投入する際の飛散物質（〈l〉：Ｋ）
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